
名寄市地域おこし協力隊・ワイン特区活用隊員Q&A（ワインづくり・農業編）

１．ワイン特区活用隊員の研修環境と支援体制などについて

質 問 回 答

ワインづくりや農業技術につい

て経験も乏しく、研修はどのよう

に進められますか？

ぶどう栽培・ワインづくりに関しては、協力隊の期間中、実際の

作業研修も含め、研修先の農家さんから直接アドバイスを受ける

ことができます。

また、協力隊期間終了後には農業も含めた経営を行うことが

好ましいことから、農業者や農業振興センターへの研修により、

ぶどう栽培と併せて作付けできる農作物の栽培・経営を含めた

技術や知識を学びます。

研修後の指導体制などはどのよ

うになっていますか？

北海道上川農業改良普及センター名寄支所（以下普及センタ

ー）、JA道北なよろ（以下JA）、市で構成する「新規就農者支援チ

ーム」が、研修最終年から就農後５年を目途に毎月巡回を行い、

生育状況や肥培管理等の指導等、研修や営農のサポートをして

います。

また、身近な相談や地域とのつなぎ役など、他地域から移住

された方をサポートする「集落支援員」を配置しています。

名寄市農業振興センターでは、試験栽培や土壌診断を行って

おり、技術的なアドバイスも随時受けることができます。また、普

及センターでも同様に農業技術や作柄情報、病害虫防除などの

情報を提供しています。

ワインづくりの経営についてお尋

ねします。

農地を取得し、ぶどうの木を植えてから収穫までには３年ほど

の育成期間が必要です。育成期間の収入確保や経営の多角化に

よる経営安定のためには、他作物と組み合わせた営農が推奨さ

れます。

自身でワイン醸造設備を設けることも可能ですが、初期投資

の面で当面の期間は研修先のワイナリーへの醸造委託等により

ワインづくりを行うことを推奨します。

農業の経営についてお尋ねしま

す。

名寄市は、１市１JA１普及センターとして農業者に連携した支援

を行っています。

ＪＡでは、組合員の営農計画の相談や生産物の出荷販売など

営農面のほか、金融等生活面などもサポートしています。

また、販売につきましては、JA への出荷の他、直売所や市内の

スーパー、インターネットの活用など個人で販売する方もおりま

す。



２．協力隊員期間終了後について

質 問 回 答

協力隊終了後にぶどう栽培を含

めた就農を考えているのです

が、どのような形態になるのでし

ょうか。

ぶどう栽培の繁忙期（８月～）を勘案した作物と組み合わせた

経営形態を推奨します。本人の目指す経営と土地の条件を考慮

し、関係機関からもアドバイスを受けながら営農計画を作成しま

す。

就農時に支援措置などはありま

すか。

※名寄市新規就農者等に関する条

例はこちらから

地域おこし協力隊など、新規参入により就農する場合には、国

や市などの支援が受けられます。

（国）

経営開始資金（150 万円限度・夫婦で農業経営開始の場合 225

万円限度）を最大 3年間交付（就農直後の経営確立を支援）

（市）

①経営準備支援助成金（就農準備や運転資金等、施設・機械導

入に要する経費）

②経営自立安定補助金（規則で定めた事業により賃借した農

用地の賃借料や取得した農用地等に係る固定資産税相当

額の助成ほか

③農用地等取得借入金償還利子補給金 など

※各種支援事業には要件がありますのでご確認ください。

就農する場合は農地や農業機械

など多額の資金が必要だと思い

ますが、自己資金の目安はいくら

ぐらいでしょうか。支援措置など

はありますか。

経営規模や栽培作物などにもよりますが、就農には農地の取

得やトラクターなどの作業機械、種苗や肥料など、営農を開始す

るには設備資金や運転資金、農産収入が入るまでの生活費が必

要です。また、ぶどう栽培は、収穫まで３年間かかることもあり、

安定した経営を確立するため、他作物も合わせた多角的な計画

がお勧めです。

国や市などの支援事業や無利子で借りられる資金などを活用

できます（要件あり）が、想定外の出費も予想されますので、就農

を希望する方には、300～500 万円程度の自己資金を有するこ

とが望ましいとお伝えしています。

将来は自らの農場で、農業体験

など広く市内外の方を受け入れ

たいと考えています。

名寄市では、生産者によるグリーンツーリズム推進協議会を組

織し、各種学校での農業体験の受け入れを行っています。農業の

魅力を消費者に伝えることは、農産物のＰＲだけではなく、交流

を通して自らの農業への誇りや励みになっています。


